
共催：千代田区在宅支援課 

協力：かがやきプラザ相談センター／高齢者あんしんセンター麹町・神田 

 

 

在宅の高齢者を職種間連携でどう支えるかを考える 

千代田区多職種協働研修 
新型コロナウイルス感染症で自宅療養する方への医療・介護支援 

 ～第５波の経験を通して～ 
高齢者が地域で生活を続けるためには、医療と介護の多職種協働による包括的

ケアが不可欠です。今回は、新型コロナウイルスに罹患した在宅の高齢者の事例

をもとに、介入方法や多職種の連携した支援のあり方、お互いの職種の役割や専

門性についての理解を深めます。 

 

＜日時＞ 令和３年１１月２日（火）午後７時～午後 8時 30分 

＜参加方法＞ 会場またはオンライン（ZOOM）をご選択いただけます。 
※オンライン参加の方には 10月末日に「Zoom ミーティング」の URL をご案内します。 

 ※会場参加の方はかがやきプラザ 4階 研修室にお越しください。（定員あり） 

＜内容＞  

① 講演と事例提供  

 新型コロナウイルス感染症における 

多職種連携について 

 東京都医師会理事／西田医院  

西田 伸一 先生 

②事例検討（グループワーク） 

※グループワークはファシリテーターが入る予定です。 

＜対象＞  
千代田区内で高齢者の在宅療養支援に携わって 

いる医療・介護・福祉従事者、本テーマに 

関連する関係機関・行政関係者など 

＜定員＞  ６０名 ※申込み順        ＜参加費＞ 無料 

＜申し込み方法＞ 
１０月２８日（木）までに、下記ホームページお問い 

合わせフォーム・メール・FAX・電話で研修センター 

にお申し込みください。 

  申込・問合せ かがやきプラザ研修センター（指定管理者：千代田区社会福祉協議会） 

〒102-0074千代田区九段南 1-6-10かがやきプラザ４階 

ＴＥＬ ０３－６２６５－６５６０ ＦＡＸ ０３－３２６５－１１６２ 

E-mail:jinzai@chiyoda-cosw.jp （電話・窓口受付時間：平日 8:30 ～ 17:00 ）   

◆西田 伸一 氏 プロフィール◆ 

帝京大学医学部卒業後、救急医療に１６年

間埋没し、現在家業を継承して２１年目。 

午前外来・午後在宅により、継続したかか

りつけ医の医療提供を目指す。 

在宅医療、多職種連携、摂食嚥下機能支援、

認知症支援を重要取組課題として医師会活

動や地域活動に取り組む。 

日本救急医学会認定専門医、日本在宅医療

連合学会認定専門医、日本外科学会認定登

録医 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年第 1 回 



かがやきプラザ研修センター宛 

（ＦＡＸ:０３－３２６５－１１６２） 

申 込 書 

講座名 

（開催日時） 

令和３年度第１回多職種協働研修 

新型コロナウイルス感染症で自宅療養する方への医療・介護支援 

令和３年１１月２日（火）午後７時～午後 8 時 30 分 

参加方法 

 

■会場（研修室）参加希望  （    ） 

■オンライン（ZOOM）参加希望（    ） 

（ふりがな） 

名 前 

 

職 種 

医師・歯科医師・薬剤師・看護師・リハビリ専門職・ケアマネジャー・ 

医療ソーシャルワーカー・介護サービス事業者・施設職員・高齢者あん

しんセンター職員・相談センター職員・介護福祉関係者・行政関係者・ 

その他（               ） 

勤務先 

名称： 

住所： 

電話番号 

（携帯可） 
 

Ｅメール 
 

 

 

 

 

 

お申込み・お問合せ 

かがやきプラザ研修センター（指定管理者：千代田区社会福祉協議会） 

〒102-0074 千代田区九段南 1-6-10   かがやきプラザ４階 

ＴＥＬ ０３－６２６５－６５６０    ＦＡＸ ０３－３２６５－１１６２ 

E-mail：jinzai@chiyoda-cosw.jp 

※(1)「かがやきプラザ研修センター」で Web検索、ホームページの右下にある「お問合せ

フォーム」からもお申し込みできます。「お問合せ内容」に、「多職種」とご記入の

上、上記の内容（職種も含む）の記載をお願いします。 

※(2)参加いただいた皆様のつながりの場となるよう、申込みいただいた際の氏名、職種、

勤務先などの情報を公開させていただくことを検討しています。 

※(3)Zoomの参加方法等、ご不明な点がありましたら、お問い合わせください。 


